
堆肥等の副産原料に求める
品質等について

2022年2月24日（木）

肥料制度見直しから
新たな原料活用の可能性
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本日の内容
1．国内肥料資源の課題

2．国内土壌環境問題～有機資源・堆肥の課題

3．国の新たな対応

4．国内未利用資源活用

5．肥料メーカーの求める原料品質

（１）原料物性と水分

（２）堆肥成分と発酵形式

（３）臭気

（４）異物

（５）製品品質から求められる原料品質

（６）朝日アグリアの堆肥受入基準

6．肥料制度見直しによる肥料法概要 2



1．国内肥料資源の課題
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有機原料開発
開発コンセプト

良質（品質・コスト）有機原料の安定確保（飼料との競合激化）

環境負荷低減（食品産業等の廃棄物ﾘｻｲｸﾙ活用）

環境保全型農業の推進 （社会・農業現場）

曝気槽

バイオFミール：石巻水産加工排水処理公社との共同開発

水溶性蛋白の凝集加圧浮上 ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽによる脱水・脱油 火力乾燥機ｱﾌﾀﾊﾞｰﾅｰ脱臭

乾燥菌体肥料

食品工場脱水ｹｰｷ

ｽﾗｯｼﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ

土壌脱臭

朝日アグリアの取組事例

N P2O5

蒸製皮革粉 １０～１２ － 皮革工場の裁断及び削りくず 加圧蒸製

乾燥菌体肥料 ４～８ １～６ 食品工場の排水処理発生脱水ケーキ 火力乾燥

バイオＦミール ６～８ ４～７ 水産加工場排水処理発生水溶性蛋白 火力乾燥

含有成分量（％）
有機原料名 原料内容 製造方式
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2008年(平成20年）肥料価格高騰の要因
(農水省資料：「肥料をめぐる事情」(H29年10月）より)

※これら状況は、経済状況により変動するが、大きな流れに変わりは無い 5
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世界の肥料消費量と国際市況の推移

世界の肥料消費量 肥料国際市況の推移

１．世界の耕作面積は今後も横ばいで推移すると予測されている。
2005-2050年の耕作面積の伸び年率0.17%
人口の伸び（年率0.86%）に追いつかない

２．増産のためには、反収（単位面積当たりの収量）を上げる手段をとる。
※肥料・農薬の多施用、高収量品種の開発

３．世界の肥料消費量は増加傾向にあり、肥料原料の国際市況も上昇傾向にある。
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世界の穀物需給動向と人口推移
H31.3農林水産政策研究所「世界の食料需給の動向と中期的な見通し」より

国際的穀物需要の増加から、作物生産に必須の肥料資源への需要も当然拡大す
ると思われる。 7



穀物の需給見通し
用途別穀物消費量と一人当たり年間肉類消費量（世界合計）

2003- 2015- 2028年
2005年(Ⅰ) 2017年(Ⅱ) (Ⅲ) (Ⅱ)/(Ⅰ) (Ⅲ)/(Ⅱ)

収穫面積（億ha） 6.6 7 7 7.3 -0.6
反収（ﾄﾝ/ha） 3 3.6 4.2 23 15.8

生産量（百万ﾄﾝ） 1945 2569 2956 32 15.1

世界合計
増加率

H31.3農林水産政策研究所「世界の食
料需給の動向と中期的な見通し」より

○穀物消費量は、新興国及び途

上国を中心として、所得の向上
による肉類消費量の増加に伴っ
た飼料用需要の増加と総人口の
増加による食用消費の増加に
よって増加する。
○今後、収穫面積がほぼ横ば

いで、かつ単収の伸びはこれま
でに比べて鈍化するが、穀物生
産量は単収の増加によって増加
する

単収の増加でどこまでカバー出
来るのだろうか？（浅野私見）
ここでも肥料需要拡大懸念！
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リン鉱石埋蔵量（2016年）

資料：USGS
「Mineral Cmmodity Summaries」

注）経済埋蔵量は、ｺｽﾄ水準、技術ﾚ
ﾍﾞﾙで採掘可能な量

★経済埋蔵量から推定した
可採年数

世界計では、
68，000百万ｔ÷261百万ｔ
≒260年

国別では、100年未満もあり
特に、中国、米国に注意！

可採年数
千トン ％ 千トン ％

中国 138,000 53 3,100,000 5 22
ﾓﾛｯｺ及び西ｻﾊﾗ 30,000 11 50,000,000 74 1,667
米国 27,800 11 1,100,000 2 40
ロシア 11,600 4 1,300,000 2 112
ヨルダン 8,300 3 1,200,000 2 145
ブラジル 6,500 2 320,000 0 49
エジプト 5,500 2 1,200,000 2 218
サウジアラビア 4,000 2 680,000 1 170
ペルー 4,000 2 820,000 1 205
チュニジア 3,500 1 100,000 0 29
イスラエル 3,500 1 130,000 0 37
ベトナム 2,800 1 30,000 0 11
オーストラリア 2,500 1 1,100,000 2 440
カザフスタン 1,800 1 260,000 0 144
南アフリカ 1,700 1 1,500,000 2 882
メキシコ 1,700 1 30,000 0 18
インド 1,500 1 65,000 0 43
アルジェリア 1,500 1 2,200,000 3 1,467
セネガル 1,250 0 50,000 0 40
トーゴ 900 0 30,000 0 33
シリア － － 1,800,000 3
カナダ － － －
その他 2,410 1 810,000 1 336
世界計 261,000 100 68,000,000 100 261

産出量（2016） 経済埋蔵量
国名

(農水省資料：「肥料をめぐる事
情」(H29年10月）より)一部加筆
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リン鉱石埋蔵量(2019年） 農水省「肥料をめぐる情勢 R3年4月より

中国可採年数は29年
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(農水省資料：「肥料をめぐる事情」(H29年10月）より)

前ページの通り、燐酸については、比較的可採年数の短い国が主要となっている。 11



(農水省資料：「肥料をめぐる事情」(R3年4月）より)

中国比率が48⇒87％に急増 12



海外に資源を依存することのリスク

世界の中で、日本の肥料消費量は大きいとは言えない（0.5％、27位）
国際ﾏｰｹｯﾄから見て優先順位は低い ⇒ 安定的確保に懸念

実際に、資源、食品等に於いて日本が国際市場での買い負け事例が発生！

H29農水省資料より
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(農水省資料：「肥料をめぐる事情」(R3年4月）より)

最新のデータでも状況に大きな変化なしだが
中国、アメリカ微減
インド、ブラジル、インドネシア、パキスタン、微増
新興国の拡大がじわじわと進行している様に見える
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2．国内土壌環境問題～
有機資源・堆肥の課題
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農水省 意見交換会資料より
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図２　家畜糞たい肥を使用し始めるための条件
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堆肥の利用が進まない要因

有用な有機資源として撒きたいという需要がある一方、
散布労力・品質面の不安～ などから活用が進んでこなかった。

土壌肥料協会ｱﾝｹｰﾄ調査より

図１　たい肥利用上の問題点
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農水省 意見交換会資料より

すぐ効果の見えない資材は
後回し傾向

18



農水省 意見交換会資料より
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3．国の新たな対応

みどりの食料システム戦略

肥料制度見直し
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国の新たな動向(農水資料より）
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肥料資源問題に対応する肥料制度の見直し

★2008年の肥料価格高騰の本質的状況は継続

1．世界的人口増、途上国の肉食化（飼料需要増）
⇒ 食糧増産に対応する肥料需要増

2．肥料資源寡占化、保護貿易による流通タイト化

海外資源に依存する日本にとって、国内資源の有効活用が非常に重要！！

現行の肥料取締制度は、肥料資源活用のする状況の変化にフレキシブル対応する
には難しくなっており、抜本的変革の必要性があったと見ている（浅野私見）

国内資源の中でも、特に有用な資源である畜産廃棄物由来堆肥は、法的制約以外に
も環境問題、海外農産物輸入自由化に対応する為、畜産経営集約化等は必須となっ
ており、経営拡大に伴う畜産廃棄物の処理が必要となっている。

さらに！
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肥料制度見直し経過
2018年10月～肥料制度の意見交換会
https://www.maff.go.jp/j/syouan/nouan/kome/k_hiryo/kokankai.html

2019年3月～規制改革推進会議でのﾋｱﾘﾝｸﾞ
https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/suishin/meeting/wg/nourin/20190416/agenda.html

2019年10月～国会審議・承認、12月公布

2020年2月、7月 肥料制度の関係者会議
https://www.maff.go.jp/j/syouan/nouan/kome/k_hiryo/kankeishakaigi.html

2020年～10月 肥料制度の説明会
https://www.maff.go.jp/j/syouan/nouan/kome/k_hiryo/1028setsumei.html

◆2020年11月 土と肥料の講演会（土肥学会）
農水省講演：「肥料取締法の改正の目指すもの」

「法改正により環境づくりは出来た。課題解決は農業者にかかっている！」

http://jssspn.jp/info/material/2020-11.html

◆2021年7月 肥料制度の見直しに係るオンライン説明会
https://www.maff.go.jp/j/syouan/nouan/kome/0729hiryo_setsumei.html

◆2021年11月 12/1施行「肥料取締法改」施行についての説明会

日本肥料アンモニア協会主催 農水省消費・安全局農産安全管理課より説明（非公開）
24
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4．国内未利用資源活用
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肥料に利用される原料 （農水省 肥料制度見直し意見交換会資料より）
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国内資源肥料化での肥料制度上の課題
＜内閣府規制改革推進会議（2019年4月）での当社提案内容＞

海外依存の高い肥料資源の国内確保は重要！

（価格高騰だけでなく、手当不可の可能性あり）

だが実際には・・・

 新規検討原料では、現行肥料規格に合致しない場合が多い

 現行の肥料取締法は、規格が細かく規定されている

新規原料 ⇒規格外となる可能性大

 規格設定には、多大な実証実験（時間と労力）・手続きが必要

⇒ ビジネスチャンス損失の可能性

安全性の担保は重要だが、変革への対応も是非お願いしたい

その為には、肥料公定規格の見直しが必要！ 27



環境省：国内産業廃棄物の発生状況より
＜内閣府規制改革推進会議（2019年4月）での当社提案内容＞

さらに肥料化

出来る物
は？

汚泥の内、下水汚泥
が約半数を占める

堆肥としての流通（再生
利用）は約６００万トン

汚泥類の国内発生量は、動物糞
尿の倍量と国内最大量発生！
燃焼残さである煤塵は1万6千トン
木屑は、7千5百トン
⇒ バイマス発電向けで消化

され、敷料不足化！
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（農水省 肥料制度見直し意見交換会資料より）
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有機性廃棄物肥料化の課題
（平成20年堆肥勉強会資料より）

原料水分高く、乾燥or発酵による水分低減必要→ 環境負荷発生
有機性廃棄物は乾燥だけでは、未熟有機物となり作物生育上問題

⇒ 発酵等による品質改善が必要
堆肥化には一定以上の発酵期間と用地を要する

⇒ 処理能力は低い→高コスト
発酵時に発酵臭気が発生する（環境対策が必要→高コスト）
製品（コンポスト）の評価が低く、事業採算性が悪い
肥料取締法上の規制により特殊肥料と普通肥料は混合出来ない

⇒ 肥料成分調整が困難 ⇒ 規格改正が可能か？？？
簡単では無い！！

付加価値が
付けられれば

肥料制度見直しにより、上記課題を克服すことが可能となってきている！



・高水分 →付着、腐敗、重量化

・嵩高さ（低比重） →運搬や散布の労力大

・遠方より輸送困難 →地域格差（余剰と不足）

・粉塵 →作業環境悪化

・不均一性 →散布後の土壌状態に影響

・異物混入 →不信感、利用意欲低下

・堆肥散布機の必要性 →高コスト（導入、維持）

堆肥が扱いにくい要因（物性面）
令和元年度岡山県畜産環境技術講演会 朝日アグリア・松岡資料より
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★混合堆肥複合肥料
の拡大

◆課題：偏在する堆肥
（堆肥の輸送は非効率）

集中処理より分散型
各拠点での展開が重要

国内資源の
堆肥を有効活
用するには！

農林水産省H21年7月資料より
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5．肥料メーカーの求める原料品質

現在流通している肥料形状は殆どが粒状

本説明は粒状加工を前提とした原料品質についてまとめ
（無機・有機・副産肥料を使用した粒状複合肥料を想定）

34



(1)法律上（公定規格上）使用可能
(2)生産者・農産物販売上消費者に受入可
(1)成分が高位安定（既原料からの置換可）
(2)有害成分の含有が製品として許容される範囲で十分低位で安定
(3)臭気少
(4)水分が低位
(5)ｐHが高すぎない・低すぎない
(6)造粒性・粉化・固結等の製品物性確保
(7)プラント内で流動性がよいこと
(8)貯蔵中の品質変化がないこと

3．経済面 十分安価であること（成分あたり）
(1)工場の近場で産出
(2)工場が求める荷姿が可能
(3)貯留機能があること
(4)発生場所集中、量確保、季節変動少

1．法的・
社会的通念

2．品質面

4．物流面

肥料原料に求められる特性
（廃棄資源循環学会誌：「廃棄物の肥料利用」今後の肥料の将来予測、JA全農小林氏）
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朝日アグリアの有機複合肥料造粒技術推移
＜有機性資材は造粒加工が難しい！＞

＜朝日工業の有機展開＞ 有機原料開発から、造粒加工まで・・・

【有機造粒加工技術の発展】

１９７０年代：有機化成：ﾄﾞﾗﾑ転動造粒（ﾚｵﾕｰｷ～1980年代ｽｰﾊﾟｰﾚｵ）

１９８０年 有機ペレット（押出成形） 関東工場 稼働開始

１９８５年 有機ブリケット（混練・圧縮造粒） 関西工場 稼働開始

１９９８年 有機アグレット（混練・湿式押出成形・高速転動整粒）

関西工場で生産開始

２０００年 有機アグレット 千葉工場 稼働開始

２０１２年 混合堆肥複合肥料規格化 エコレット生産販売開始

【有機造粒のポイント】

凝集力の弱い有機を如何に効率
良く低水分で粒状化するか・・・

★エネルギーと環境対策が課題★
36



工場名 造粒方式 堆肥の種類 肥料の種類 乾燥方式 環境対策

関東工場 ペレット 牛糞、鶏糞、食品残さ、バーク 混合堆肥複合肥料 キルン方式土壌脱臭、酸ｱﾙｶﾘ洗浄

土壌脱臭、酸ｱﾙｶﾘ洗浄

蓄熱脱臭

アグレット 鶏糞、豚糞 混合堆肥複合肥料 土壌脱臭

ブリケット 牛糞、豚糞、鶏ふん 混合堆肥複合肥料 酸ｱﾙｶﾘ洗浄
キルン方式

千葉工場 アグレット 豚糞、鶏糞 混合堆肥複合肥料

関西工場

ＴＲＤ方式

朝日アグリアの各工場の生産工程 （各工程は搬送工程により繋がっている）

＜生産工程＞

押出成型

無機質肥料 篩別 計量 混合 加水（混練） 造粒 圧縮成型

転動整粒

有機質肥料 篩別 計量 火力乾燥

排ガス

堆肥 篩別 計量 篩別 脱臭処理

※通常の有機複合肥料の生産設備活用可能 包装・製品

磁選

ﾏｸﾞﾈｯﾄによる

金属除去

必須！
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粒状化によるメリット
（「ペレット堆肥の広域流通に向けて」R2年7月農水省資料より）

1．取扱性の向上
・貯蔵容積が減少 ⇒ 保管性向上

・運搬性に優れる ⇒ 広域的な流通が可能

・汎用管理機で散布可能 ⇒ 専用散布機が不要

2．品質の安定
・粉砕、篩別、造粒工程 ⇒ 成分が均質

・乾燥 ⇒ 品質保持

◆同一成分量で単位面積当たりに散布する重量が減少
◆ﾏﾆｭｱｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰ不要でﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ、ﾗｲﾑｿﾜｰで散布可能
◆均一に散布できるため、散布時の粉塵発生量も少

出典：令和元年度畜産環境ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ～
家畜ふん堆肥を使用した土づくり～農研
機構荒川氏発表資料
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堆肥の生産から利用まで
（「ペレット堆肥の広域流通に向けて」R2年7月農水省資料より）
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想定される広域流通モデル
（「ペレット堆肥の広域流通に向けて」R2年7月農水省資料より）
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5．（１）原料物性と水分

先ずは物性的に原料使用可能か？

41



無機肥料原料の特徴
原料名 正式名称 化学式 一般的肥料成分 水分 ｐH 吸湿性 形状 特⻑

尿素 尿素 （NH2）2=CO TN：46 中性 高い ﾌﾟﾘﾙ（顆粒）
吸湿性が高く固結しやすい
ので粒状化され、表面処理
されている

硫安 硫酸ｱﾝﾓﾆｱ （NH4）2SO4 AN：21 中性 やや有り 粉状 やや固結しやすい

塩安 塩化ｱﾝﾓﾆｱ NH4CL AN：25 中性 低い 粉状

硝安 硝酸ｱﾝﾓﾆｱ NH4NO3 AN：17、NN：17 中性 高い ﾌﾟﾘﾙ（顆粒）
吸湿性が高く固結しやすい
ので粒状化されている

リン安
（DAP)

リン酸二ｱﾝ
ﾓﾆｱ

（NH4）2HPO4
AN：18、SP：46、
WP40

約2％ 中性 やや有り 粒状
表面処理されている場合が
ある

MAP
リン酸一ｱﾝ
ﾓﾆｱ

NH4H2PO5
AN：10、SP：50、
WP48

約2％ 酸性（3低度） やや有り 粉or粒状
表面処理されている場合が
ある

重過石
重過リン酸
石灰

Ca（H2PO4）2 SP：44、WP40 約7％ 酸性（3低度） 粒状 粘りが強く固結しやすい

過石
過リン酸石
灰

Ca（H2PO4）2＋
CaSO4・2H2O

SP：17、WP14 約10％ 酸性（3低度） 粉or粒状 粘りが強く固結しやすい

熔燐 熔成燐肥 固溶体
CP：20、CMg15、
AL50、Si20

ｱﾙｶﾘ（9) 砂状、粒状
機械の摩耗性有り。ｱﾙｶﾘの
為、AN、WPと反応

鶏糞灰 鶏糞燃焼灰
CP：17-22、CK12-
18、WK：6−15、
CMg3-6

約2〜
5％

ｱﾙｶﾘ（12) やや有り 粉状 ｱﾙｶﾘの為、AN、WPと反応

塩加 塩化加里 KCL WK：60 中性 やや有り 粉状 やや固結しやすい

硫加 硫酸加里 K2SO4 WK：50 中性 粉状

N系

P系

K系
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原料の配合可否
＜植物栄養・土壌肥料大辞典（養賢堂）より＞

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

Ａ
硫安・塩安・過石・重過石・硫酸マンガン・複
合肥料（酸性）

× ○ △ ▲ × ○ ○ ○ ○

Ｂ 石灰窒素・重炭酸加里 × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○
Ｃ 尿素 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｄ 硝安 △ × △ × × ○ △ ○ ×

Ｅ
熔成りん肥、焼成りん肥、炭酸カルシウム、骨
粉類、ケイ酸質肥料・複合肥料（塩基性）

▲ ○ ○ × ○ ○ ▲ ○ ○

Ｆ 消石灰、生石灰、水酸化苦土、炭酸苦土 × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○

Ｇ
硫加、塩加、粗製加里塩、その他カリ塩肥料・
硫酸苦土

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｈ 苦土過石、混合燐肥（熔燐・重焼燐） ○ × ○ △ ▲ × ○ ○ ○
Ｉ ホウ酸肥料、ホウ酸塩肥料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｊ 魚肥・植物油かすなどの有機質肥料 ○ ○ △ × ○ ○ ○ ○ ○

（注）
1） 各組の肥料は配合可 3）
2） ○：配合可

4）

5） 大豆油かすと尿素とは配合不可
6） ▲印の塩基性肥料の配合比率は50%以下とする×：配合してはいけない

肥料の種類

ｳﾚｱﾎﾙﾑはＣに、IBDU、CDU、ｸﾞｱﾆﾙ尿素は
Gに準じる

△：配合しても成分変化はしないが、取扱にくくな
るので注意

草木灰はF、完熟堆肥はAに準ずる（但し硝
安と配合は不可）

▲：配合すると成分に変化が起こり不利になるから

無機原料との配合では、物性上注意す
べき原料が多い
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工場搬送工程内での付着・詰まりの事例
各工程に於いて搬送工程による原料が供給される

ｽｸﾘｭｰｺﾝﾍﾞｱでの付着、過
負荷による詰まり

原因：流動性の悪い原料（粘りが強い<高水分>、粒
度が粗い等）により原料同士で架橋を形成する

原料ホッパー排出口でのブリッジ発生による詰
まり

（三晃商事(株)ホームページより）

（(株)共和工業所ホームページより）

原因：堆肥原料等の高水分によ
り、原料混合物が付着

逆に粒子が細かく、均一で流動性が良すぎ
る場合、ﾎｯﾊﾟｰより流れ落ちてしまい制御不
能となり問題となる場合がある 44



肥料の造粒方式と特徴

堆肥等の有機性資材は、通常の無機化成肥料原料と比較し、高水分、粗い粒度、低密
度等の物性から、凝集力が弱く、通常の転動造粒にはあまり適さない。この点押出造粒
等の方式は矯正的に密度を高め成形する為、これら原料の造粒加工に適する。

上記の通り、各原料の特性に合わせ最適な造粒方式を選択する必要と、高水分原料の
場合、環境及びエネルギー対策も必要となる点、注意が必要。

粒状品の粒度
は4mm前後が

一般的であり、
原料粒度もそ

れより細かいこ
とが望ましい
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牛糞堆肥の発酵による物性変動
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発酵による堆肥物性変化の
造粒性・ﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ性への影響

◆粒度低下 → 密度の向上

◆流動性（安息角）は向上

◆保水性低下→造粒水分低下？

＜造粒適性＞
良い傾向か？

＜工場ハンドリング性評価＞
改善傾向だが・・・
単体物性としては、搬送工程目詰まり、ホッパー内
ブリッジ形成等、各工程での目詰まり懸念が残る
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13週

混合堆肥複合肥料6-4-4（牛糞堆肥割合40％）の

乾式ﾍﾟﾚｯﾄに於ける造粒性確認

◆予想に反し、発酵期間の経過に伴い、生産性（通過性）は悪化
◆加水による原料水分の増加に伴い、通過性は悪化
◆通過性の支配要因は、粒子物性の中で水分率要因が支配的となった。

→ 加水により悪化、保水力の低下により悪化（粒度の影響は無し）
◆製品歩留まり、製品品質（硬度）は問題なし

粒度の粗い、初期発酵物の方が生産性は良好
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原料

ロール

乾式ペレットのダイス

せ
り
上
が
り

牛糞堆肥の乾式造粒適性

１．低水分時
（牛糞堆肥水分30％以下）

木質系を破砕し、造粒可

２．高水分時

◆スリップ発生
◆ロール食い込み悪化

◆ダイス上での停滞・発熱
◆練り発生 → 造粒不可

◆木質系大粒は破砕可
→ 造粒可

堆肥以外および木質部以
外の原料物性の影響？

※上記牛糞堆肥の水分条件は、混合堆肥複合肥料に対し、現物ベースで４０
～５０％使用する場合を前提。 49
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加水量（mL）

5連全プロット

せん断抵抗試験
（混合堆肥複合の造粒適性判断指標化）

19.0 26.4 32.5 37.7 42.1 46.0
堆肥入り混合物の水分率（％）

乾式ﾍﾟﾚｯﾄでの
適正水分域

湿式ﾍﾟﾚｯﾄでの
適正水分域

乾式ペレットでの造粒性には、水分率上昇によるせん断抵抗値の上昇の影響は
大きくなく、他要因の影響が大きいと見られ、水分関係の指標が重要と見られる。
（転動・湿式造粒等、粘りに依存する造粒方式では、せん断抵抗は指標となり得る。）

★さらなる指標化検討中

50



加工適性評価
（省力施肥対応粒状化検討）

加工適性項目
造粒歩留（生産性）
製品品質（物理化学性、臭気他）

表３　物理性調査

見掛平均
粒径 嵩比重 安息角

10㎜以上 10-7mm 7-4mm 4-2mm 2㎜未満 （㎜） （°）

5.5 5.7 8.7 25.9 54.1 2.95 0.59 41.5
0.5～１ 0.36 39.8
1～2 0.55 48.0生米糠（参考）

発酵終了品

粒度分布（％）

菜種油かす（参考）

表４　造粒性評価

造粒機 造粒機 造粒直後 造粒
造粒条件 電流負荷 通過量 製品温度 歩留 水分 安息角 嵩比重

（A) （㎏/時間） （℃） （％） （％） 乾燥前 乾燥後※ （°）

単体造粒 20 31 48 94 23.9 1.6 10.0 44.0 0.56
脱脂糠10％添加 22 29 66 96 21.5 2.5 10.0 43.5 0.53
脱脂糠20％添加 20 158 33 96 19.7 3.0 9.4 41.3 0.60
生糠10％添加 18 168 32 96 21.7 1.3 8.1 41.0 0.58
生糠20％添加 17 136 34 93 19.8 1.2 8.8 40.8 0.58

注）　※　100℃12時間の製品。

良好
良好
良好

製品硬度（㎏ｆ）
造粒
状況

練り
練り

ペレット造粒品物理化学性

ペレット造粒機

単体 脱脂糠２０％ 生糠２０％

食品残渣堆肥での造粒性評価の事例

ここでも、水分条件が重要！
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引用：農林水産省のデータを編集して使用

指定混合肥料の原料に使用できる堆肥、動物の排せつ物等の要件

○ 堆肥及び動物の排せつ物等は、肥料としての品質が低いものも存在する。
このため、配合可能な要件を検討する必要がある。

平均値 最大値 最小値 標準偏差

乳用牛 319 52.3 82.9 15.7 14

肉牛牛 303 52.2 76.6 10.5 13

豚 144 36.7 72 16.6 13.1

採卵鶏 129 22.9 58.7 6.4 10.2

ブロイ
ラー

27 33 60.1 15.4 12.8

水分（％）
畜種 試料数

出典：（一社）畜産環境整備機構
「堆肥の品質実態調査報告書」（H17.3)

牛は特に
高水分！
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肥料化に適した堆肥を作るには？
令和元年度岡山県畜産環境技術講演会 朝日アグリア・松岡資料より

天日と風を利用し、薄く広げて適宜攪拌
（特に高水分の牛糞堆肥で有効的）

ハウス乾燥による水分低減
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本研究は農林水産省委託ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究「水田作及び畑作における収益向上のための技術開発」「生産ｺｽﾄ削減に向けた有機質資材の活用技術の開発」により行われたものです。

通気処理による水分低減

有機資材コンソーシアム編技術マニュアル「混合堆肥複合肥料の製造とその利用」より

牛ふん堆肥を山に堆積（約2m3）し、200L/min で通気、切り返しを1〜2 週1 回実施することによ
り、40 日間で約70％から55％程度まで低下（神奈川県農業技術ｾﾝﾀｰ 竹本氏）



粒状肥料化に適した堆肥の粒度・水分は？
令和元年度岡山県畜産環境技術講演会 朝日アグリア・松岡資料に一部加筆

造粒方式、生産設備にもよるが、細粒・低水分のほうが扱いやすい

粒度が粗いと・・・
・比重の低下（運搬面で不利）
・設備内で詰まる要因
・機械への負荷大
・混合ムラの要因

水分が高いと・・・
・輸送上不利（水を運ぶことに）
・設備内付着の要因
・ハンドリング困難（付着、重量化）
・使用量の制限発生

★一般的な肥料原料は下記品質を満たす
（有機資材には 厳しい品質）

・粒度：2mm以下が95％以上
・水分：10％以下

凝集性の悪い有機資材を造粒するには、一般より高水分造粒となるが、製品品質（水分
、硬度等）を確保するには、数％以下までの乾燥が必要。この為、通常よりエネルギー、
環境対策がより必要となり、この点に於いても低水分造粒が可能な原料品質（低水分、
細粒等）がより有利となる 55



5．（２）堆肥成分と発酵形式

56



堆肥の一般的成分量
（混合堆肥複合肥料研修資料より）

 堆肥の成分一覧

 堆肥成分は高成分化傾向、国内発生低コスト有機原料として活用可能

有機質肥料の代表となる菜種油粕でTN５％、TP２％、TK１％、水分10％

NPK合計で8％あり、この成分が肥料原料化の目安となる

（％）

堆肥の種類 水分 ＴＮ ＴＰ ＴＫ CN比

鶏糞堆肥 18-40 2-5 4-6 2-4 7-15

豚糞堆肥 18-40 2-4 4-10 1.5-4 8-15

牛糞堆肥 30-60 0.8-2.5 0.8-3 1-3 12-30

食品残渣堆肥 15-30 2-5 １.5-3 1.5-3 8-15
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堆肥化の目的
財団法人 畜産環境整備機構：家畜ふん尿処理施設・機械選定ガイドブックより
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堆肥化施設にはいくつか種類があるが、
攪拌方式と呼ばれるものの中では現在、
主に３つの方式（ロータリー式、スクリュー式、密閉縦型式）が主流
エアレーション（通気処理）を組み合わせる場合もある（後述）

堆肥の発酵方式について

下記攪拌方式との組み合
わせはOK！
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密閉縦型発酵方式の
内容とメリット

【密閉縦型発酵装置の堆肥製造方法】

密閉容器に家畜糞を上部から投入、
全体が均一に発酵するように通気・攪拌
しながら１週間程度で堆肥を発酵させ、
下部から排出する。

★密閉縦型発酵方式のメリット
１．堆肥生産者のメリット

①生糞の直接投入が可能
②密閉式の為、環境制御しやすく、衛生的。発酵熱の活用が可能
③縦型の為、省スペース

２．複合肥料としての原料使用上のメリット
①水分調整材無しで攪拌発酵されるので品質が安定・高成分化
②製品粒子が細かく、転動造粒が可能。機械施肥対応が良

発酵装置模式図

★食品残渣でも導入事例あり
高速発酵の為、完熟ではない⇒易分解性有機物高目
単肥使用時は注意必要⇒混合使用、複合化がベター
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密閉縦型発酵方式による豚糞堆肥の成分内容

（１）成分分析結果全平均値

水分 TN AN TP TK TMg TCa TC

平均 29.9 3.24 0.88 5.00 2.35 1.04 3.15 30.3

標準偏差 7.41 0.61 0.21 1.48 0.58 0.29 0.91 3.1

個数(n) 56 56 48 56 56 50 51 51

pH EC ADOM ADSN
TN+TP+

TK

30℃3ヶ月培
養無機態窒
素量

3ヶ月培
養後無
機化率

mS/cm mg/g乾物 mｇ/gDM ％

平均 8.2 4.8 391 23 10.7 8.9 18.6

標準偏差 0.7 1.3 81 6 2.0 3.5 7.7

個数(n) 55 55 51 51 51 52 52

（%、水分２５％換算）

密閉縦型発酵方式で生産された豚糞堆肥は、高成分、低水分であり、普通
肥料と比較しても遜色なく、物性面的にも肥料原料として優れている。
ただし、臭気対策は必要
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堆肥の副資材の違いが造粒性に及ぼす影響
（神奈川県農業技術ｾﾝﾀｰ 竹本氏）

62本研究は農林水産省委託ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究「水田作及び畑作における収益向上のための技術開発」「生産ｺｽﾄ削減
に向けた有機質資材の活用技術の開発」により行われたものです。

有機資材コンソーシアム編技術マニュアル「混合堆肥複合肥料の製造とその利用」より

造粒性に関し、
歩留り、硬度は
問題無いが、副
資材は一般に低
比重であり、生
産性は悪化。ま
た粒子の粗い副
資材は、連続生
産に於いては、
通過性、詰まり
等の要因となり
、注意が必要



副資材種 利点 欠点 肥料原料としての影響

おが屑
バーク
剪定屑

・通気性改善効果・吸水性あり
・入手が次第に困難（高価のため）
・分解が比較的困難
・作物の生育阻害物質を含むものあり

・肥料成分の低下
・造粒性の低下
・C/Nの上昇

稲ワラ・麦稈
・通気性改善効果大
・分解が比較的容易

・収集時期が限定
・収集作業が多労

・繊維状に残ると
　造粒性低下

モミガラ
・材料の通気性改善効果あり（未粉砕）
・粉砕で吸水性UP

・分解が比較的困難
・粉砕に多エネルギー必要

・比重が低下し、
　輸送性低下
・肥料成分の低下

無機質資材
（ゼオライト、
洗い砂など）

・通気性改善効果・吸水性あり
・必要量の安定確保可能
・分解しない

・高価 ・肥料成分の低下

戻し堆肥
・低水分なら通気性改善効果・吸水性あり
・確保が比較的容易

・高水分では通気性改善効果小
・分解で発生する熱エネルギー小～無し

・肥料成分の上昇

細断古紙 ・分解性が高い
・吸水すると取扱性低下
・異物混入の可能性

・異物によっては
　造粒性低下

きのこ廃菌床
・分解性が高い
・栄養分が豊富で良質な堆肥化に寄与

・水分が多い
・腐敗しやすい
・供給元が偏在

・肥料成分の上昇

お茶殻 ・脱臭効果が高い
・水分が多い
・供給元が偏在

・造粒性や肥料成分に
　影響（種類による）

廃白土 ・発酵熱を上げやすい ・高温状態が続くと乾燥し発酵しにくくなる
・肥料成分の低下
・未熟になると悪臭化

肥料化に適した副資材は？令和元年度岡山県畜産環境技術講演会 朝日アグリア・松岡資料より

堆肥化施設設計マニュアル（畜産環境整備機構, 2005）、
畜産環境をめぐる情勢（農林水産省, 2019） より作成

分解性の悪いもの、粒度の粗い資材は影響大！ 63



5．（3）臭気
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有機原料の臭気成分別濃度（ppm）ガス検知管による測定
（ｐｐｍ）

検知管 ｱﾝﾓﾆｱ ｱﾐﾝ類 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ酢酸 n-吉草酸 酢酸ｴﾁﾙ 酢酸ﾌﾞﾁﾙ ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ｴﾀﾉｰﾙ ｉﾌﾞﾁﾙｱﾙｺｰﾙ

　　　　加熱 （3Lａ） （180L） （180L） （81L） （８１L) (141L) (142L) 　(92L) 　(112L) 　'（116）

原料 条件 2.5-200 0.5-10 0.25-2.5 0.125-25 0.187ｰ37.5 25-800 10-300 1-20 25-2000 5-150

菜種粕 無加熱 ＜ ＜ < 0.25 0.375 tr(5) tr(8) ＜ ＜ ＜

米ヌカ 無加熱 < < < < < ｔｒ ｔｒ ｔｒ < <
5mit < < < < < ｔｒ ｔｒ tr(0.1) < <
30mit < < < < < < ｔｒ tr(0.2) < <

大豆粕 無加熱 < < < 0.1 0.15 < tr(0.5) < < <

5mit ｔｒ < < < < tr(7) < < < <

30mit < < < < < tr(8) tr(4) < < <

魚粕 無加熱 tr(0.5) 0.9 0.45 1 1.5 3 tr(１） < < <

5mit 5 2.9 1.45 1.5 2.25 4 tr(3) < < <

30mit 1.9 2.2 1.1 1.1 1.65 3 tr(1) < < <

ﾌｪｻﾞｰﾐﾙ 無加熱 1.9 1.7 0.85 < < < < 0.8 < <
5mit 1.7 1.7 0.85 < < < < 0.2 < <
30mit 1.5 1.3 0.65 < < < < 0.1 < <

皮粉 無加熱 < < < 0.25 0.375 < tr(0.5) < < <

5mit < < < 0.6 0.9 ｔｒ(5) tr(5) < < <

30mit < < < 0.4 0.6 tr(5) tr(5) < < <

培養菌体無加熱 < < < 0.5 0.75 OL OL 10 1.5% OL

１00℃5mit tr(0.1) tr(0.1) ｔｒ ｔｒ ｔｒ OL OL 14 0.75% OL

１00℃30mit tr(0.1) tr(0.1) ｔｒ ｔｒ ｔｒ 500 300 4 0.50% OL

菌体 無加熱 ＜ ＜ < tr(0.05) ｔｒ（0.08） tr(4) tr(6) 2 ＜ ＜

トビコ 無加熱 ＜ ＜ < ＜ < tr(5) tr(5) 1.8 ＜ ＜

発酵鶏糞無加熱 10 48 24 < < tr(10) tr(3) < < <

5mit 11 65 32.5 < < tr(5) tr(5) ー ー ー

30mit 13 65 32.5 < < tr(7) tr(9) ー ー ー

閾値(ppm) 1.5 0.000032 0.006 0.000037 0.87 0.016 0.0015 0.52 0.011
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発酵によるぼかし肥料の臭気変動

発酵期間 ｱﾝﾓﾆｱ ｱﾐﾝ類 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ 酢酸 n-吉草酸 ｐＨ

（日目） (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm)

発酵前原料 ＜ ＜ ＜ 3.7

7 1 0.5 0.3 3.0 4.5 6.08 3.7

14 1 0.5 0.3 2.5 3.8 5.73 3.7

21 1.5 1.3 0.7 10.5 15.8 5.96 3.6

28 1 0.5 0.3 10.0 15.0 6.09 3.4

35 4.5 5.5 2.8 4.5 6.8 6.59 3.3

42 10 30 0.8 1.1 6.96 3.2

49 7 40 ＜ ＜ 7.04 3.0

56 20 OR ＜ ＜ 7.14 3.0

※＜は検出限界以下（ｱﾝﾓﾆｱ　ppm以下、ｱﾐﾝ類は　ppm以下、酢酸は　ppm以下）

CN比

発酵により、有機物が微生物により分解される。蛋白質の分解により、アミン類、
アンモニアは増加しｐHが上昇し、酸性の有機酸類は減少傾向となる。
アンモニアの目標目安値で30ppm以下 66



豚糞堆肥入り複合肥料のｐH調整による臭気改善
（ガス検知管による臭気評価）

GASTEC　No. 4LT 3L 180 81L

臭気成分 硫化水素 アンモニア アミン類 酢酸

（％） 測定範囲 (0.1)～20ppm (1)～30ppm 5～100ppm 0.25～10ppm

有り 8.1 7.6 0 18 43 0

無し 7.8 7.7 0 9 30 0

有り 7.7 6.4 0 0 0 0

無し 8.3 6.4 0 0 0 0

堆肥、AN系無
機原料、鶏糞

灰

堆肥、AN系無
機原料、鶏糞

灰、酸液

無し

有り

原料組成
水分

ｐH
通気
処理

ｐH調
整

豚糞堆肥入り複合肥料の造粒時に、酸添加によるｐH調整により、アルカリ性悪臭物質

であるアンモニア等の臭気改善は可能だが、酸性臭気である低級脂肪酸類等はみか
け上検出されないが問題となるケースがあり、原料ベースで低いことが望ましい

今回の新しい肥料規格である指定混合肥料では、中和造粒となる酸液の使用が
認められている。 67



５．（４）異物
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堆肥中の異物混入事例

ｺﾝｸﾘ、鉄屑、木くず、獣骨、石等各種混入 → ﾗｲﾝ機械の損傷に繋がる
特に磁石で除去可能な鉄以外は、篩別等での除去が望ましい 69



原料中の異物

★堆肥他、各種リサイクル系有機資材では、

製品としての認識が低い場合あり

異物混入の要因

鉄はマグネットで除去可能だが、石、プラスチック等は除去困難

磁石だけでなく回転or振動篩等による異物除去が望ましい

原料の供給元と利用側（肥料メーカー）との密な情報交換、技術交流が重要
70



５．（５）製品品質から求められる
原料品質
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製品品質（全農ｸﾞﾘｰﾝﾚﾎﾟｰﾄNo.514（2014年4月号の表に加筆）

項目 内容 目安値
水分が高い場合、固結、硬度低下、カビの発 有機化成で3％以下
ハンドリング性や在庫時の変質に影響する。 ＜ペレットの場合原料組成による＞

一ｵｰﾙ有機：10％以下、半有機：5-7％、
二尿素入り：3-5％
三カビ発生の目安としては水分活性0.7以上

ｐH
ｐHが高いとｱﾝﾓﾆｱｶﾞｽが発生しやすく、臭気
問題、ｶﾞｽ障害等の原因となる

製品ｐH：3〜8 好ましくは5〜7

粒径1〜4mmのものが95％以上

ペレットの場合、2mm以上が95％以上など

硬度
硬度が低いとﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ性に影響をおよぼし、
機械施肥時に粉化を起こしやすい

粒径2〜2.8mmのものについての圧壊強度の
平均値 1.5kgf／粒以上
堆積試験で固結性が確認されないこと
堆積試験：パレット3段積み相当の加圧試験
にて固結性確認

粉化率
粉化率が高いと作業性に支障をきたし、機械
施肥時の詰まりの原因にもなる

目安としては1％以下

有機化成では0.7以上 好ましくは0.8以上
有機ペレットでは0.65以上 好ましくは0.7

安息角
流動性の指標。安息角が高い（流動性が悪
い）と機械施肥などで肥料が流れず、施肥が
出来ない場合がある。。

水稲側条施肥用粒状肥料では40度以下

かさ比重 袋サイズ、貯蔵、機械施肥の調量に影響す
る。一般的な化成肥料は1前後が多い

水分
水分活性：自由水の割合。
一　0,7以上で一般微生物が活動

粒度分布
配合時の均一性・貯蔵性・施用時の均一性な
ど影響する場面は多岐にわたる。粉が多い場
合は機械施肥時に粉化を起こしやすい。

固結性
肥料が固まるとうまく散布できず、作業に大
きく支障をきたすため、最も重要な評価項目
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エコペレット（食品残渣堆肥使用）の散布状況

◆成分が低く、大量散布となる。流通在庫時のスペースも問題となる。
◆大規模農業生産者、法人等、扱い量が多くなるほど、負担が増加！
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（５）耕種の概要
平成２５年：基肥･移植６/６、穂肥８/12,19、出穂８/28、成熟10/４
平成２６年：基肥･移植６/10、穂肥８/11、出穂８/31-９/２、成熟10/16

（４）施肥の状況及び圃場概況

試作堆肥複合区

岐阜県試験圃場

側条施肥機

クボタ社 WELSTAR－SPU450P

高度化成区
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製品品質から求められる原料品質

• 省力的機械施肥対応から高品質な粒状品が
求められる

• 上記製品品質確保の点からも特に重要な原
料品質は、水分、粒度、比重であり、これらが
安定的に供給されることが望ましい
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５．（６）朝日アグリアの堆肥
受入基準
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鶏ふん堆肥受入基準

肥料の生産時期は、春肥、秋肥への供
給需要に対応する為、秋から春までの
生産が主体。夏は工場整備として原料
受入が基本出来ないなど、原料受入の
季節性にも注意必要！

項　目 鶏ふん堆肥

1．成分目安

TN TP TK CN比 水分 ｐH※

3%以上 4%以上 2%以上 10以下 25％以下 7以上

※採卵鶏、ブロイラーかの確認

採卵系の場合、石灰で15％以上（通常は18％程度）

※好気発酵の目安として、ｐH7以上、好ましくは8以上

　嫌気発酵気味の場合、7未満となり味噌化

亜鉛の確認 表示義務 亜鉛　900mg/kg以上

2．物性

1）ハンドリングﾞ性

　・付着、工程詰まりに問題無いこと

　　（水分制御、造粒試験等により確認）

2）異物が無いこと

　・トロンメル等の篩による粒度調整、石、骨等の除去が好ましい

　・骨、羽軸の混入程度の確認（廃鶏の投入は基本不可）

3）粒度

　・粒度的には4mm以下がベター

（理想：4mmオーバー20%以下、2mm以下50％以上）

4)比重（輸送、生産性に影響）

　　0.5以上、理想は0.7以上
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豚ふん堆肥受入基準
1．成分目安 TN TP TK CN比 水分 ｐH※

3%以上 4%以上 2%以上 10以下 25％以下 7以上

※好気発酵の目安として、ｐH7以上、好ましくは8以上

　嫌気発酵気味の場合、7未満となり味噌化

亜鉛、銅の確認 表示義務　亜鉛900mg/kg以上、銅300mg/kg以上

2．物性 1）ハンドリングﾞ性

　・付着、工程詰まりに問題無いこと（水分制御、造粒試験等により確認）

2）異物が無いこと

　・トロンメル等の篩による粒度調整、石、コンクリート

　　塊除去が好ましい（異物除去）

3）粒度

　・粒度的には4mm以下がベター（4mmオーバー20%以下）

4)比重（輸送、生産性に影響）

　　0.5以上、理想は0.7以上
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牛ふん堆肥受入基準

79



農林水産省委託プロジェクト研究
「生産コスト削減に向けた
有機質資材の活用技術の開発」
（2015～2019）成果

技術マニュアル「混合堆肥複合肥料の製造とその利用」について

混合堆肥複合肥料の肥効的特性から、
生産技術内容についてまで、本マニュア
ルの中でまとめられており、農研機構の
ホームページ内にて公開されています。

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_re
port/publication/pamphlet/tech-
pamph/133583.html

本研究は農林水産省委託ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究「水田作及び畑
作における収益向上のための技術開発」「生産ｺｽﾄ削減
に向けた有機質資材の活用技術の開発」により行われ
たものです。

参考資料 1
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参考資料 2

「畜ふん堆肥の広域利用促進ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ」

令和3年度畜産環境ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
堆肥のﾍﾟﾚｯﾄ化、広域流通推進の事例報告

～先行事例のﾋｱﾘﾝｸﾞ調査より～
(株)ｱｰｾｯｸ三嶋氏発表資料より
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堆肥流通を円滑に進めていくための心構え

令和3年度畜産環境ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ：堆肥のﾍﾟﾚｯﾄ化、広域流通推進の事例報告
～先行事例のﾋｱﾘﾝｸﾞ調査より～ (株)ｱｰｾｯｸ三嶋氏発表資料より

肥料メーカーで使用している原料でもそれぞれ欠点があり、完璧な原料はない。
国内原料の有効活用の観点から、専門のメーカー等への相談をお奨めします。 82



６．肥料制度見直しによる
肥料法概要
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特に堆肥等が含まれる特殊肥
料と普通肥料の混合が可能と
なり、堆肥の活用範囲が拡大！

従来の指定配合肥料の拡大！

（肥料制度関係者会議農水省資料より）

材料（ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ等）の使用が不可！

極めて自由な
配合が可能！
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政令指定土壌改良資材
（地力増進法）

肥料と土壌改良資材の関係
◆肥料」：「植物の栄養に供すること」または「植物の栽培に資するため土壌に化学的変化をもたらすことを目
的として土地に施されるもの」及び「植物の栄養に供することを目的として植物に施されるもの」

◆土壌改良資材：土壌に施用し、土壌の物理的性質、化学的性質あるいは生物的性質に変化をもたらして、
農業生産に役立たせる資材

農水省資料を基に編集

肥料
（肥料法

堆肥

米ぬか

草木灰

鶏ふん灰

等

【中性肥料】

尿素
化成肥料
塩化カリ

なたね油かす
魚粕

等

【塩基性肥料】

石灰窒素
熔成りん肥
ケイ酸加里

石灰
ケイカル

等

泥炭
腐植酸資材
（普通肥料以外）
木炭
バーミキュライト
パーライト
ベントナイト

等

普通肥料

【汚泥肥料】

【材料】 バーク堆肥

法律、行政上の管轄も肥料と異なる

特殊肥料

指定配合肥料は、

【中性】【塩基性】の
枠内のみ配合が可
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１．混合堆肥複合肥料の制約突破

２．配合規制の緩和
（１）化成肥料 ＋ 特肥 or 土改材（土づくり資材）

（２）特肥＋特肥 or 土改材（土づくり資材）

これまで別々に散布されてきた肥料と土づくり資材の一粒化による同時施用が可！

指定混合肥料で可能となる銘柄

◆特肥には、堆肥以外にも、灰系原料等も原料使用が可能
灰系原料：家畜、食品、木質由来等があり⇒高ｐH→製品ｐH制御が必須！

◆珪酸資材候補：スラグ系、シリカゲル、籾殻由来等

総合元肥・総合土改材
として設定可！

一度の施肥で土づくりも可能 → 施肥労力の省力化！！（具体的銘柄は別添資料2の通り）

（１）成分、ＣＮ比の制約無し ⇒ 牛糞堆肥の利用促進
土づくり効果増進

（２）使用割合の制約無し ⇒ 堆肥の使用割合の増

（３）加熱乾燥制約無し ⇒ 各拠点の堆肥粒状化設備活用、拠点構築
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見直し後の肥料の種類
（肥料制度説明会農水省資料より）

従来169規格

DAPは「化成肥料」→「りん酸ｱﾝﾓﾆｱ」に変更！
従来登録維持による化成肥料表示もOKに！

副産肥料に
注目！

87



公定規格の課題と見直しの方向Ⅰ
（肥料制度説明会農水省資料より）

極めて産業副産物の肥料化に有利な規格見直
しとなった！！ 88



公定規格の課題と見直しの方向Ⅱ
（肥料制度説明会農水省資料より）安全性の高い汚泥は、一般肥料原料として使用

しやすい環境が整った！
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最低保証値の見直し（農水省資料に一部加筆）

★従来の「副産りん酸肥料」での含有すべき主成分の最小量（％）
1．CP保証のみでは15％以上、2．CP15％の他WPでは2％以上、CMｇでは3％以上

であり、これ以下の含有では肥料原料として活用出来なかった。

注目！
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原料規格の設定 （肥料制度説明会農水省資料に加筆）

原料条件の無い物については、六の植害試験を実施と別紙1の業種、重金属との
有害成分をクリアすれば、原料化が可能となる。
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副産肥料の規格

肥料の種類 含有すべき主成分の最
小量

含有が許される含有成分の最大量 その他の制限事項

（肥料制度説明会農水省資料より）
重金属規制はこれまで通り

⇒安全性の担保
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【見直し事項】 （４週間ルール）

一定期間（4週間）品質低下がしないこと※が確認されれば、強アルカリ原料の使用が可
能となることが折り込まれた。

（※指定配合肥料では、最終製品分析保証の場合のみ）

指定混合肥料での検討課題
◆強ｱﾙｶﾘ性肥料の混合が不可

【要望事項】

これまでの実績として、鶏ふん灰等の強アルカリ原料では酸性原料との組合
せで製品の品質保持がされている実績がある旨報告

★指定混合肥料では、化学変化により品質低下を引き起こす組合せは不可

＜強アルカリ原料とｱﾝﾓﾆｱ含有原料（硫安等）混合によるｱﾝﾓﾆｱ揮散＞

4週後に80％以上
確保されることを確認

※非水溶化成分： 配合直後分析値
※非水溶化しない成分：配合前設計値

家畜糞
木質

食品残渣

バイオマス発電
or

減量化燃焼処理

PK成分ﾘｯﾁな灰が発生
⇒国産肥料原料として活用したい

But 強ｱﾙｶﾘ性
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ご清聴ありがとうございました。

本資料に関し、さまざまなご教示を頂きました各関
係機関の皆様に厚く御礼申し上げます。

当社は引き続き、堆肥等含め、国内資源の有効活
用についての検討を継続し、日本の農業の課題解
決に貢献したいと考えております。

今後とも皆様のご協力をよろしくお願い致します。
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